
●
戦
後
五
十
周
年
記
念
　
戦
没
者
遺

品
展
、
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト

（
八
月
二
日
～
八
月
八
日
）

戦
後
五
十
年
を
迎
え
、
遺
品
を
通
し

て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
若
い
世
代
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
戦
没
者
遺
品
展
を
開

き
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
遺
品
は
、
遺

書
や
手
紙
、
軍
服
、
千
人
針
、
日
の
丸

に
書
か
れ
た
寄
せ
書
き
な
ど
約
二
百
五

十
点
。
戦
争
の
惨
禍
を
生
々
し
く
伝
え

る
も
の
ば
か
り
で
、
期
間
中
二
万
人
を

超
え
る
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
七
日
に
は
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
石
坂
真
砂
さ
ん
ら
を
迎
え
、
平

和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

●
「
く
ま
も
と
フ
ァ
ズ
株
式
会
社
」

設
立
（
八
月
七
日
）

熊
本
F
A
Z
計
画
の
事
業
主
体
で
あ

る
「
く
ま
も
と
フ
ァ
ズ
株
式
会
社
」
が
、

国
、
県
、
熊
本
市
及
び
民
間
企
業
の
出

資
を
得
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
熊
本
港
及
び
そ
の
周
辺
地
城
に
、

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
地

域
か
ら
の
輸
入
貨
物
の
流
通
拠
点
を
総

合
的
に
整
備
し
、
輸
入
の
促
進
、
円
滑

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
大
型
誘
致
企
業
の
進
出
・
着
工
相

次
ぐ
（
四
月
二
十
一
日
ほ
か
）

「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
略
称
A
D
I
）
」
が
四
月
二
十
一
日
、

カ
ラ
ー
液
晶
表
示
装
置
の
量
産
工
場
建

設
に
着
工
（
菊
池
郡
泗
水
町
）
、
ま
た
、

八
月
二
十
一
日
に
は
、
日
立
造
船
が
、

玉
名
郡
長
洲
町
へ
の
同
社
新
機
械
工
場

の
進
出
に
つ
い
て
、
県
、
長
洲
町
と
調

印
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
六
月
十
六

日
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
本
格
工
場
建

設
の
第
一
段
階
と
し
て
パ
ブ
・
ブ
ル
ワ

リ
ー
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

●
熊
本
空
港
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
運
航

開
始
（
記
念
式
典
　
九
月
十
四
日
）

熊
本
空
港
の
長
年
の
課
題
だ
っ
た
霧

に
よ
る
欠
航
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成

三
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
計
器
着

陸
装
置
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
　
の
高
度
化
事

業
が
完
成
し
ま
し
た
。
九
月
十
四
日
に

は
完
成
を
記
念
し
て
運
航
開
始
記
念
式

典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
熊
本
の
空
の

玄
関
の
大
き
な
前
進
を
祝
い
ま
し
た
。

提
供
／
運
輸
省
大
阪
航
空
局
熊
本
空
港
事
務
所

●
水
俣
病
問
題
最
終
解
決
へ
の
動
き

（
九
月
二
十
八
日
ほ
か
）

水
俣
病
問
題
に
つ
い
て
、
早
期
の
最
終

的
か
つ
全
面
的
解
決
を
図
る
た
め
に
六
月

二
十
一
日
に
示
さ
れ
た
与
党
三
党
の
合

意
を
基
に
、
八
月
二
十
一
日
に
環
境
庁

に
お
い
て
調
整
案
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
間
の
調
整
を
経

て
、
九
月
二
十
八
日
、
与
党
政
策
調
整

会
議
に
お
い
て
「
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
つ

い
て
」
の
与
党
三
党
の
合
意
案
が
成
立
し
、

環
境
庁
長
官
か
ら
各
患
者
団
体
に
提
示

さ
れ
、
各
患
者
団
体
は
、
十
月
三
十
日

ま
で
に
、
受
け
入
れ
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
熊
本
港
初
の
貨
物
岸
壁
の
供
用
開

始
（
九
月
二
十
九
日
）

平
成
五
年
三
月
の
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
の

供
用
開
始
に
続
き
、
熊
本
港
と
し
て
初

め
て
の
貨
物
岸
壁
が
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
内
外
貿
易
の
物
流

拠
点
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
十
月
に
は
中
国
か
ら
の
貨
物
船

が
入
港
し
、
熊
本
港
振
興
協
会
主
催
に

よ
る
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
牛
深
漁
港
連
絡
橋
の
橋
桁
を
架

設
（
九
月
三
十
日
～
十
月
十
七
日
）

牛
深
漁
港
の
臨
港
道
路
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
牛
深
漁
港
連
絡
橋

（
愛
称
‥
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
　
八
百

八
十
三
m
）
の
桁
架
設
工
事
が
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
橋
は
ア
ー
ト
ポ
リ

ス
最
大
規
模
の
事
業
と
し
て
イ
タ
リ

ア
の
建
築
家
レ
ン
ゾ
・
ピ
ア
ノ
氏
を

中
心
と
す
る
設
計
共
同
体
に
デ
ザ
イ

ン
を
委
託
し
た
も
の
で
、
完
成
予
定

は
平
成
九
年
末
。
県
内
最
大
の
水
揚

量
を
誇
る
牛
深
漁
港
活
性
化
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
が
開
校

（
十
月
四
日
）

南
九
州
地
域
の
中
小
企
業
の
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
県
で
は
職
員

派
遣
、
費
用
の
一
部
負
担
の
ほ
か
、
南

九
州
四
県
で
人
材
育
成
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
同
校
の
活
用
促
進
を
通
し
て

人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
熊
本
広
域
都
市
圏
整
備
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
（
十
月
十
六
日
）

平
成
六
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
「
熊

本
広
域
都
市
圏
創
造
会
議
（
行
政
・
議

会
・
経
済
界
お
よ
び
学
識
経
験
者
の
組

織
）
」
　
に
よ
っ
て
、
熊
本
駅
周
辺
、
熊

本
中
心
市
街
地
、
都
市
圏
西
南
部
、
都

市
圏
東
北
部
の
四
つ
の
エ
リ
ア
と
、
そ

れ
ら
に
共
通
す
る
交
通
問
題
に
関
し
、

行
政
、
民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
「
熊
本
広
域
都
市

圏
整
備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

●
第
八
回
県
民
文
化
祭
宇
城
を
開
催

（
十
月
二
十
一
日
～
二
十
九
日
）

「
古
代
の
火
　
字
城
の
薫
り
に
誘
わ

れ
て
」
を
テ
ー
マ
に
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化

の
祭
典
　
第
八
回
県
民
文
化
祭
宇
城
が

開
か
れ
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
豊

か
さ
」
　
で
、
宇
土
市
、
宇
土
郡
お
よ
び

下
益
城
郡
の
十
市
町
村
の
各
会
場
で
歴

史
、
人
（
心
）
・
技
（
巧
）
・
肥
沃
な

土
地
・
豊
穣
の
海
を
も
と
に
、
感
性
に

訴
え
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

●
ブ
ラ
ジ
ル
　
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
）
　
で

「
熊
本
物
産
展
」
を
開
催
（
十
月
）

日
伯
修
好
通
商
航
海
条
約
が
結
ば
れ
、

今
年
で
百
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
熊

本
県
と
在
伯
熊
本
県
人
会
が
中
心
と
な

っ
て
、
十
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
「
熊
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
中
で
　
「
熊
本
物
産
展
」
　
を
開
催
し
ま

し
た
。

●
第
四
十
九
回
全
国
レ
ク
リ
工
ー
シ

ョ
ン
大
会
．
I
n
く
ま
も
と

（
十
一
月
十
日
～
十
二
日
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
、

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
推
進

を
図
る
た
め
の
　
「
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
i
n
く
ま
も
と
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
人
が
全
国
か
ら
集
い
、

ま
た
多
く
の
県
民
も
参
加
し
て
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

●
球
磨
地
区
広
域
農
道
（
愛
称
フ
ル
ー
テ
ィ
ロ
ー
ド
）
が
完
成

（
開
通
式
　
十
一
月
十
三
日
）

九
州
縦
貫
自
動
車
道
人
吉

イ
ン
タ
ー
に
接
続
す
る
市
道

を
起
点
に
、
球
磨
川
右
岸
の

畑
地
帯
を
通
っ
て
湯
前
町
の

国
道
2
1
9
号
に
至
る
総
延

長
約
三
十
k
m
の
広
域
農
道
が
、

昭
和
五
十
三
年
度
の
着
工
以

来
十
八
年
の
年
月
を
か
け
て

完
成
。
関
係
者
が
多
数
出
席

し
て
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
通
に
よ
っ
て
高
速
道

路
を
利
用
し
た
農
産
物
輸
送

が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る

ほ
か
、
他
産
業
へ
の
波
及
効

果
等
、
地
域
浮
揚
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
県
行
政
改
革
審
議
会
が
最
終
報
告
書
を
答
申
（
十
一
月
二
十
一
日
）

昨
年
十
二
月
以
来
、
県
行
政
全
般
に

わ
た
る
点
検
・
評
価
を
行
い
、
新
た
な

行
政
改
革
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
県

行
政
改
革
審
議
会
か
ら
、
十
一
月
二
十

一
日
、
福
島
知
事
に
最
終
報
告
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

●
総
合
学
科
（
翔
陽
高
校
一
現
　
大
津
産
業
高
校
）
、
全
日
制
単
位
制
高
校

（
湧
心
館
高
校
）
、
平
成
八
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

両
校
と
も
、
多
く
の
科
目
の
中
か
ら

生
徒
自
身
の
興
味
・
関
心
、
進
路
目
標

な
ど
に
応
じ
て
科
目
を
選
択
し
、
三
年

間
で
定
め
ら
れ
た
単
位
数
を
と
れ
ば
卒

業
で
き
る
単
位
制
高
校
で
す
。
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
時
間
割
が
違
い
、
個
性
や
得

意
分
野
を
伸
ば
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

総
合
学
科
は
、
工
業
、
農
業
、
商
業
、

家
庭
な
ど
の
専
門
科
目
か
ら
普
通
科
目

ま
で
幅
広
い
科
目
が
用
意
さ
れ
、
将
来

の
職
業
や
進
学
を
視
野
に
入
れ
た
選
択

が
で
き
ま
す
。

県
政
こ
の
一
年
の
主
な
動
き
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男
女
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
実
施

∪
タ
ー
ン
就
職
千
名
達
成
及
び
記
念
行
事
開
催

く
ま
も
と
秋
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

熊
本
近
代
文
学
館
新
館
長
に
永
畑
道
子
さ
ん
就
任

県
民
廃
棄
物
教
室
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
く
ま
も

と
開
催

熊
本
空
港
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
運
航
開
始
記
念
式
典

開
催

第
四
回
心
身
障
害
児
童
生
徒
作
品
展
開
催

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
開
催

全
国
勤
労
者
ふ
る
さ
と
交
流
会
第
六
回
熊
本
大
会

開
催

水
俣
病
最
終
解
決
案
決
定

熊
本
港
初
の
貨
物
岸
壁
供
用
開
始

牛
深
漁
港
連
絡
橋
の
橋
桁
を
架
設

第
二
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
建
設
着
手

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
設
立
及
び
宇
城
広

域
市
町
村
圏
設
定

第
六
回
畜
産
ま
っ
り
開
催

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
開
校

暮
ら
し
と
情
報
化
展
9
5
開
催

平
成
七
年
度
地
域
精
神
障
害
者
ス
ポ
レ
ク
大
会
開

催太
平
洋
新
国
土
軸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

第
五
十
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
で
熊
本
県
勢

健
闘

熊
本
広
域
都
市
圏
整
備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

熊
本
県
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定

障
害
者
芸
術
活
動
の
祭
典
開
催

知
事
・
南
加
及
び
中
南
米
訪
問

第
八
回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

熊
本
県
選
手
団
参
加

第
八
回
熊
本
県
民
文
化
祭
宇
城
開
催

野
菜
の
輸
入
に
関
す
る
講
演
会
開
催

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

県
民
総
合
運
動
公
園
・
陸
上
競
技
場
建
設
工
事
着

手熊
本
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
9
5
開
催

平
成
七
年
度
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
九
州

地
区
大
会
開
催

く
ま
も
と
環
境
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
講
座
開
催

実
り
の
森
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

公
営
企
業
四
十
周
年
記
念
「
そ
よ
風
コ
ン
サ
ー
ト

i
n
砥
用
」
開
催

県
立
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
仮
称
）
建
築

設
計
固
ま
る

熊
本
県
民
健
康
フ
ェ
ア
i
n
山
鹿
開
催

く
ま
も
と
環
境
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
9
5
開
催

第
四
十
九
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
i
n
く
ま

も
と
開
催

9
5
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
、
く
ま
も
と
米
ま
つ
り
、

く
ま
も
と
花
き
品
評
会
開
催

私
た
ち
の
県
税
を
知
る
週
間

平
成
七
年
度
地
域
経
済
懇
談
会
（
人
吉
球
磨
地
域
）

開
催

球
磨
地
区
広
域
農
道
開
通
式
開
催

ゆ
と
り
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

地
域
づ
く
り
全
国
交
流
会
議
・
水
俣
大
会
開
催

9
5
誘
致
企
業
P
R
フ
ェ
ア
「
企
業
参
観
日
」
開
催

第
二
十
六
回
熊
本
県
勤
労
者
美
術
展
開
催

平
成
七
年
度
地
域
経
済
懇
談
会
（
山
鹿
鹿
本
地
域
）

開
催

「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ン
決
定

人
権
週
間
啓
発
事
業
実
施

第
三
回
熊
本
県
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

障
害
者
理
解
交
流
事
業
（
く
ま
も
と
ふ
れ
あ
い
フ

第
三
回
熊
本
県
高
等
学
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催

第
三
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
開
催

守ろう

ふるさとの自然

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

た
め
の
十
の
提
案

①
照
明
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。

②
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。

③
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
る
。

④
暖
房
の
温
度
を
1
℃
下
げ
る
。

⑤
冷
房
の
温
度
を
1
℃
上
げ
る
。

⑥
白
熱
灯
を
蛍
光
灯
に
替
え
る
。

⑦
掃
除
機
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に
す
る
。

⑧
風
呂
の
二
度
焚
き
を
控
え
る
。

⑨
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
。

⑩
無
計
画
な
自
動
車
の
運
転
を
控
え
る
。

な
く
そ
う「

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
」
身
元
調
査

幸
せ
な
結
婚
、
就
職
は
み
ん
な
の
願
い
　
熊
本
県
・
熊
本
県
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
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